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４
月
2
3
日
オ
ー
プ
ン
を
間
近
に
ひ
か

え
た
「
壬
生
町
お
も
ち
ゃ
博
物
館
」
の

開
館
記
念
式
典
が
４
月
2
0
目
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
開
館
を
祝
福
す
る
か
の
よ
う

な
晴
天
に
恵
ま
れ
、
清
水
町
長
を
は
じ

め
と
す
る
町
関
係
者
、
渡
辺
県
知
事
、

村
田
茂
忠
県
議
会
則
議
長
、
当
町
の
姉

妹
都
市
で
あ
る
滋
賀
県
水
口
町
の
岡
村

総
務
部
長
、
村
上
企
画
課
長
な
ど
約
２

０
０
名
が
出
席
、
初
め
に
清
水
町
長
、

渡
辺
知
事
ら
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を

博
物
館
正
面
玄
関
前
で
行
っ
た
後
、
出

席
参
加
館
内
を
観
覧
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
博
物
館
西
側
特
設
会
場
で

の
式
典
で
は
、
「
お
も
ち
ゃ
団
地
の
あ

る
わ
が
町
に
、
全
国
で
も
類
の
な
い
お

も
ち
ゃ
博
物
館
を
建
設
す
る
こ
と
が
で

き
、
同
博
物
館
が
大
人
の
郷
愁
と
子
ど

も
の
夢
の
か
け
橋
と
な
る
よ
う
努
力
し

て
い
き
た
い
」
と
清
水
町
長
が
式
辞
を

一 一 一 一 一 一

述
べ
、
次
に
お
も
ち
ゃ
博
物
館
の
建
設

に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方
々
へ
の
感
謝

状
の
贈
呈
、
そ
し
て
「
お
も
ち
ゃ
博
物

館
が
子
ど
も
た
ち
の
夢
の
城
と
し
て
い

つ
ま
で
も
愛
さ
れ
る
と
と
も
に
、
壬
生

町
が
ゆ
と
り
あ
る
町
と
し
て
ま
す
ま
す

発
展
す
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
」
と
の

渡
辺
知
事
か
ら
の
祝
辞
を
は
じ
め
、
多

く
の
方
々
か
ら
お
祝
い
の
こ
と
ば
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
な
お
、
同
博
物
館
は
、
2
1
世
紀
を
担

う
子
ど
も
た
ち
が
お
も
ち
ゃ
と
の
ふ
れ

あ
い
を
通
し
て
心
豊
か
で
創
造
性
に
富

む
人
間
に
成
長
す
る
こ
と
を
願
う
と
共

に
地
場
産
業
の
活
性
化
と
観
光
資
源
の

開
発
を
目
的
に
、
ふ
る
さ
と
創
生
事
業

の
一
環
と
し
て
、
平
成
５
年
１
月
か
ら

建
設
を
進
め
て
き
た
も
の
で
す
。

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

　
　
　
　
除
幕
式
も
行
わ
れ
る

　
壬
生
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
（
栞
高
善

雄
会
長
）
主
催
に
よ
る
、
お
も
ち
や
博

物
館
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
ブ

ロ
ン
ズ
像
除
幕
式
が
４
月
６
日
、
同
博

物
館
玄
関
前
で
行
わ
れ
、
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
漫
画
家
で
京
都
精

華
大
学
美
術
学
部
教
授
の
牧
野
圭
一
さ

・
ん
を
は
じ
め
、
像
を
寄
贈
し
た
同
ク
ラ

　
ブ
の
役
員
と
家
族
、
清
水
町
長
ほ
か
町

関
係
者
な
ど
5
0
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
式
で
は
、
呆
烏
会
長
が
「
ロ
ー
タ
リ

ー
ク
ラ
ブ
結
成
1
5
周
年
の
記
念
に
お
も

ち
や
博
物
館
に
ブ
ロ
ン
ズ
像
を
寄
贈
す

る
こ
と
が
で
き
て
、
と
て
も
う
れ
し
く

思
い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
神
事
を

行
っ
た
後
、
役
員
の
お
子
さ
ん
た
ち
に

よ
る
除
幕
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
像
は
宇
宙
服

を
き
た
雷
神
の
子
ど
も
を
デ
ザ
イ
ン
し

｀Wダ

て
お
り
、
雷
の
多
い
壬
生
の
地
域
性
と

宇
宙
へ
飛
び
出
す
未
来
の
子
ど
も
た
ち

を
イ
メ
九
ン
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
像

の
高
さ
は
約
１
・
８
仁
で
、
子
ど
も
た

ち
が
触
れ
た
り
、
い
っ
し
ょ
に
写
真
が

振
れ
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。

子
供
た
ち
に
よ
る
除
幕
式

２



　▽ぐ壬生町造園業協冊組合（橋本敬司理事………………

　　　長）では、おもちや博物館オープンの時

　期に菜の花畑で来館者をむかえられるよ＼

め
で
た
く
五
万
人
目
と
な
っ
た

川
島
干
代
さ
ん
と
ご
家
族

３

　
４
月
2
3
日
の
オ
ー
プ
ン
以
来
、
連

日
多
く
の
来
館
者
で
に
ぎ
わ
う
お
も
ち

や
博
物
館
の
延
べ
入
場
者
数
が
、
５
月

４
日
に
早
く
も
５
万
人
を
突
破
し
ま
し

た
。
　
め
で
た
く
５
万
人
目
と
な
っ
た
群
馬

県
館
林
市
の
小
学
５
年
生
川
島
千
代
さ

ん
に
は
、
清
水
町
長
を
は
じ
め
同
博
物

館
の
ス
タ
ッ
フ
全
員
が
出
迎
え
、
犬
の

縫
い
ぐ
る
み
な
ど
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て

祝
福
し
ま
し
た
。

　
川
島
さ
ん
は
両
親
と
兄
２
人
で
同
博

物
館
を
訪
れ
た
そ
う
で
、
「
こ
う
い
う

こ
と
は
は
じ
め
て
な
の
で
、
び
っ
く
り

し
ま
し
た
」
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

心
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第10回国民文化祭・とちぎ95

　言言おもちやフェスティバル】開幕

　　　　　10月27日(金)～11月４日(土)

☆国民文化祭とは？
　国民文化祭は「文化の国体」とも呼ばれ、全国各地で一般の

方々が普段から行っている文化活動を、全国的な規模で一堂に

会し、相互に競演、交流、発表する場として、また、広く文化

活動への参加の機運を高めるため、昭和61年から始まり、今回

の栃木県大会で記念すべき、第10回を迎えます。

☆国民文化祭・とちぎ95とは？
　文化とは、自然と調和しながら、人々に愛とやさしさを与え

るものでなければならないという考えのもとに、思いやりに満

ちた新しい文化が栃木県から全国に発信され、大きく育つこと

を願って、今回開催される『国民文化祭・とちぎ95』はくやさ

しさの森（文化）を世界に》をテーマに平成７年10月27日（全）

から11月５日（日）までの10日間、県内22市町の45会場において、

さまざまな分野における33の事業が展開されます。

総
合
公
園
を
会
場
に
、
「
国
際
お
も
ち
ゃ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

開
催
に
向
け
て
の
第
３
回
国
民
文
化
祭

壬
生
町
実
行
委
員
会
が
４
月
1
8
日
、
中

央
公
民
館
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
同
実
行
委
員
会
で
は
、
「
国
際
お
も

ち
ゃ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
の
事
業
内
容

が
検
討
さ
れ
、
お
も
ち
ゃ
博
物
館
を
会

場
に
し
た
企
画
展
、
公
募
作
品
展
や
総

合
公
園
で
の
手
作
り
お
も
ち
ゃ
教
室
、

唄
の
お
姉
さ
ん
と
森
の
動
物
バ
ン
ド
シ
ョ

ー
並
び
に
町
各
種
協
力
団
体
の
ス
テ
ー

ジ
イ
ベ
ン
ト
・
売
店
の
設
置
と
町
文
化

協
会
に
よ
る
催
し
な
ど
、
別
表
の
よ
う

な
イ
ペ
ン
ト
の
実
施
（
予
定
）
が
決
め

　
　
　
　
）

環
境
美
化
運
動
の
実
施
、
国
民
文
化
祭

壬
生
町
実
施
本
部
の
設
置
並
び
に
収
支

予
算
が
決
め
ら
れ
ま
し
た
。

『
国
際
お
も
ち
や
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』

　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ベ
ン
ト
決
ま
る

　
　
　
　
第
３
回
国
民
文
化
祭
壬
生
町
実
行
委
員
会
開
く

　
私
た
ち
の
町
で
は
、
こ
の
秋
の
国
民
　
　
ら
れ
る
と
と
も
に
、
開
催
に
向
け
た
今

文
化
祭
に
お
も
ち
や
博
物
館
と
隣
接
の
　
　
年
度
の
事
業
と
し
て
各
種
広
報
活
動
・

４

平成７年・秋



｢国際おもちやフェスティバル｣イベント実施予定表

→で紹介常設展→おもちやのできるまでを峡慟・バネ

企画展→外国おもちやの展示

公募作品展→入選作品２００点程度を展示

　　　　　＝　　　9=:30～16:00

一一一一一一－
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　輪投げ大会

そ　め

※内容等が変更になる場合もあります。
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蘭
学
通
り
に
活
躍
し
た
明
治
期
の
医
師
た
ち
（
１
）

　
今
月
か
ら
、
数
回
に
わ
た
り
「
蘭
学
通
り
宝
生
大
通
り
の
俗
称
」
に
活
躍
し

た
医
師
た
ち
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　
　
　
斎
膝
元
昌
（
さ
い
と
う
　
げ
ん
し
ょ
う
）

　
○
邸
宅
は
、
現
在
の
「
日
の
出
屋
さ
ん
」
付
近

　
幼
名
は
銃
司
。
字
は
玄
悦
。
宇
都
宮

藩
士
佐
久
間
源
七
郎
の
三
男
と
し
て
生

ま
れ
ま
し
た
。

　
壬
生
藩
医
斎
藤
家
二
代
玄
昌
（
近
代

医
学
の
先
駆
者
）
の
養
子
と
な
り
玄
悦

と
称
し
、
１
８
７
０
年
（
明
治
３
年
）

に
家
督
を
相
続
し
元
昌
と
改
名
し
ま
し

た
。
西
洋
医
と
し
て
活
躍
し
、
１
８
５

０
年
（
嘉
禾
３
言
下
野
国
に
お
い
て

最
も
早
く
種
痘
を
実
施
し
た
万
人
で

す
。

　
元
昌
の
事
跡
を
列
挙
す
る
と
、
次
の

と
お
り
で
す
。

　
１
８
５
８
年
（
安
政
５
年
）
江
戸
藩

邸
に
コ
レ
ラ
が
流
行
し
た
時
、
西
洋
医

の
知
識
で
予
防
と
治
療
に
功
績
が
あ
り

ま
し
た
。

　
１
８
６
４
年
（
元
治
元
年
）
の
水
戸

天
狗
党
の
乱
や
１
８
６
８
年
（
明
治
元

年
の
上
野
彰
義
隊
の
討
伐
に
お
い
て

軍
陣
医
学
の
治
療
を
も
っ
て
、
負
傷
者

を
治
療
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
１
８
５
８
年
（
安
政
５
毎

に
は
、
壬
生
藩
主
鳥
居
忠
宝
の
藩
医
に

な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
１
８
７
９
年

萌
治
1
2
年
）
下
野
に
コ
レ
ラ
流
行
の

時
に
は
、
小
山
検
疫
所
浩
一
等
級
検
疫

医
と
な
り
、
伝
染
病
予
防
の
普
及
に
努

め
ま
し
た
。
と
り
わ
け
、
１
８
５
０
年

（
嘉
禾
３
年
）
よ
り
１
８
９
７
年
所

治
3
0
年
）
に
至
る
ま
で
種
痘
を
実
施
し
、

そ
の
普
及
を
力
説
し
ま
し
た
。

　
の
ち
に
、
栃
木
町
人
舟
町
に
往
往
し
、

１
９
１
３
年
（
大
正
２
年
）
に
8
4
歳
で

没
し
ま
し
た
。

　
以
後
、
石
崎
鼎
吾
、
五
十
嵐
順
知
、

神
戸
　
察
、
渡
辺
　
百
、
石
崎
楚
治
、

市
川
寅
吉
、
若
井
武
一
郎
、
岡
田
久
男
、

そ
し
て
、
太
田
信
義
に
つ
い
て
順
次
紹

介
し
て
い
き
ま
す
。

５
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４
月
2
9
日
付
で
、
平
成
７
年

の
春
の
叙
勲
、
褒
章
受
章
者
が

発
表
さ
れ
、
本
町
か
ら
謳
島
庄

左
工
門
さ
ん
（
狸
威
、
下
稲
葉

２
４
１
０
番
地
上
が
、
永
年

に
わ
た
る
地
方
自
治
発
展
の
功

績
に
よ
り
勲
五
等
瑞
宝
章
を
受

章
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
消
防
関
係
の
功
績
に

よ
り
梁
島
安
男
さ
ん
（
慰
或
、

下
稲
葉
２
０
７
９
番
地
上
が

藍
綬
褒
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

勲
五
等
瑞
宝
章

　
呆
高
庄
左
工
門
氏
は
、
昭
和
4
6
年
町

議
会
議
員
に
当
選
以
来
2
2
年
５
か
月
の

永
き
に
わ
た
り
在
職
、
住
民
福
祉
の
向

上
と
町
政
の
発
展
の
た
め
に
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

　
そ
の
間
、
町
議
会
議
長
を
２
回
務
め

る
ほ
か
、
総
務
常
任
委
員
会
委
員
長
な

ど
各
種
委
員
会
委
員
を
歴
任
さ
れ
る
と

と
も
に
、
町
監
査
委
員
、
町
企
画
委
員

会
委
員
、
統
合
中
学
校
建
設
委
員
会
委

員
、
町
公
共
用
地
取
得
委
員
会
会
長
な

藍
　
綬
　
褒
　
章

　
　
ど
と
し
て
も
活
躍
さ

　
　
れ
、
稲
葉
・
羽
生
田

　
四
小
学
校
の
施
設
整
樹

皿
こ
ゃ
統
合
中
学
校
開
校

梁島庄左エ
皿
な
ど
次
代
を
担
う
子

ど
も
た
ち
の
教
育
環

境
づ
く
り
に
情
熱
を

注
が
れ
た
ほ
か
、
清

掃
セ
ン
タ
ー
建
設
や
現
在
事
業
推
追
申

の
最
終
処
分
場
建
設
な
ど
住
民
の
日
常

生
活
に
大
く
こ
と
の
で
き
な
い
ゴ
ミ
問

題
に
適
切
に
対
応
し
事
業
の
達
成
に
尽

力
さ
れ
る
な
ど
、
今
日
の
本
町
の
隆
盛

に
大
き
く
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
れ
ら
の
多
く
の
功
績
に
よ

り
自
治
功
労
者
と
し
て
町
か
ら
４
回
並

び
に
郡
・
県
・
全
国
議
長
会
か
ら
も
表

彰
さ
れ
た
ほ
か
、
平
成
６
年
に
は
県
知

事
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

梁島安男
　　フミ子ご夫妻

か
た
わ
ら
、
地
域
防

災
の
重
要
性
を
認
識

し
、
昭
和
3
7
年
に
率

先
し
て
壬
生
町
消
防

団
に
入
団
、
以
来
3
3

年
の
永
き
に
わ
た
り

消
防
団
と
と
も
に
歩

ま
れ
、
同
5
6
年
か
ら

梁
高
安
男
氏
は
、
農
業
に
従
事
す
る
　
　
現
在
に
至
る
ま
で
壬
生
町
消
防
団
団
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

と
し
て
活
躍
さ
れ
、
幾
多
の
火
災
・
水

害
現
場
に
お
い
て
は
、
そ
の
沈
着
、
冷

静
な
判
断
力
と
果
敢
に
し
て
卓
越
し
た

統
率
力
を
も
っ
て
、
団
員
の
指
揮
に
あ

た
り
、
被
害
の
軽
減
に
努
め
る
ほ
か
、

有
事
に
備
え
た
団
員
の
資
質
の
向
上
と

技
術
の
錬
磨
に
鋭
意
努
力
し
、
住
民
の

生
命
と
財
産
を
守
る
消
防
活
動
に
尽
力

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
功
績
に
よ
り
、

同
6
0
年
に
日
本
消
防
協
会
員
表
彰
、
平

成
７
年
に
は
消
防
庁
長
官
表
彰
を
受
　
６

賞
、
昭
和
6
1
年
に
は
町
自
治
功
労
者
表

彰
を
受
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
昭
和
５
１
年
か
ら
現
在
に
至
る

ま
で
町
消
防
委
員
を
務
め
ら
れ
、
団
員

の
処
遇
改
善
を
図
る
ほ
か
、
多
様
化
す

る
災
害
に
対
応
で
き
る
消
防
団
の
近
代

化
に
献
身
的
な
努
力
を
傾
注
さ
れ
、
現

在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

水
口
町
か
ら

　
　
ク
リ
ス
タ
ル
像
贈
ら
れ
る

　
当
町
の
姉
妹
都
市
で
あ
る
滋
賀
県
水

口
町
の
合
併
4
0
周
年
記
念
式
典
が
４
月

一
幻
日
、
水
口
文
化
芸
術
会
館
で
行
わ
れ
、

当
町
か
ら
も
清
水
町
長
な
ど
が
出
席

し
、
式
典
の
な
か
で
「
姉
妹
都
市
提
携

水
口
町
か
ら
贈
ら
れ
た

ク
リ
ス
タ
ル
像
を
手
に
す
る
清
水
町
長

- －

1
0
周
年
記
念
」
と
し
て
、
水
口
町
か
ら

ク
リ
ス
タ
ル
の
像
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
両
町
は
歴
史
的
に
、
そ
し
て
、
名
産

の
か
ん
ぴ
ょ
う
に
も
ゆ
か
り
の
深
い
こ

と
か
ら
、
昭
和
6
0
年
４
月
1
5
目
に
姉
妹

　
　
都
市
提
携
を
結
ん
で
お
り
、
教
育

　
　
・
文
化
・
産
業
・
経
済
面
で
犬
い

　
　
に
友
好
・
交
流
を
深
め
、
お
互
い

　
　
に
心
豊
か
で
住
み
よ
い
町
を
め
ず

　
　
し
て
い
ま
す
。



約
５
６
０
リ
の
ゴ
ミ
が
資
源
化
（
減
量
）
に

　
町
で
は
、
急
増
す
る
ゴ
ミ
問
題
に
対
応
す
る
た
め
、
ゴ
ミ
の
滅

這
皿
化
、
再
資
源
化
運
動
を
積
極
的
に
推
進
し
、
そ
の
一
環
と
し
て

呈
‐
成
３
年
度
に
資
源
ゴ
ミ
回
収
報
償
金
交
付
要
綱
を
制
定
し
、
町

民
総
参
加
に
よ
る
ゴ
ミ
減
量
運
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
５
月
か
ら
は
、
資
源
ゴ
ミ
に
加
え
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

・
の
回
収
運
動
も
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　
　
そ
の
結
果
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力
に
よ
り
こ
の
１
年
間
で
、
約
５

　
６
４
ト
ン
の
ゴ
ミ
の
資
源
化
（
減
量
）
と
約
1
0
万
６
千
本
の
ペ
ッ

よ
Ｉ
ボ
ト
ル
を
回
収
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
　
出
し
方
し
だ
い
で
ゴ
ミ
に
も
な
り
、
資
源
に
も
な
る
ゴ
ミ
。
不

　
用
に
な
っ
た
新
聞
、
雑
誌
、
段
ボ
ー
ル
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
類
は
、

‐
‐
‐
‐
ゴ
ミ
と
し
て
出
さ
な
い
で
資
源
ゴ
ミ
回
収
や
古
紙
回
収
業
者
へ
出

一
す
よ
う
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

可燃物類○Ｔ

　布ぎ雑新回7'……

聞
　
紙
　
３
０
６
・
２
ト
ン

誌
　
類
　
　
９
７
・
２
ト
ン

ン
ボ
ー
ル
類

　
　
　
　
類

２
４
・
９
ト
ン

　
３
・
２
ト
ン

/j

計
　
４
３
１
・
５
ト
ン

｜

」

１

１

∃

ｉ　
ン
　
類
　
１
２
２
・
５
ト
ン

　
く
　
ず
　
　
　
７
・
８
ト
ン

ミ
、
鋼
類
　
　
　
２
・
７
ト
ン

小
　
計
　
１
３
３
・
Ｏ
ト
ン

計
　
５
６
４
・
５
ト
ン
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資
源
ゴ
ミ

・

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
回
収
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

」
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資
源
ゴ
ミ
回
収
運
動
に
協
力
い
た
だ
　
　
報
償
金
を
交
付
し
ま
す
。
ま
た
、
ペ
ッ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

い
た
団
体
に
対
し
、
報
償
金
を
交
付
し
　
　
ト
ボ
ト
ル
ー
回
の
回
収
で
２
０
０
本
以

て
い
ま
す
。
あ
な
た
の
地
区
で
も
始
め
　
　
上
を
共
同
集
荷
し
た
団
体
に
対
し
、
１

て
み
ま
せ
ん
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
に
つ
き
５
円
の
報
償
金
を
交
付
し
ま

　
１
回
の
資
犀
ゴ
ミ
回
収
で
５
０
０
㎏
　
　
す
。

以
上
を
共
同
集
荷
し
、
回
収
業
者
に
売
　
　
「
問
合
せ
先
」

却
し
た
団
体
に
は
、
回
収
重
量
―
㎏
に
　
　
＊
役
場
民
生
部
保
健
課
�
8
2
１
２
３
４

つ
き
５
円
と
１
回
の
回
収
で
３
千
円
の
　
　
＊
清
掃
セ
ン
タ
ー
雲
8
2
‐
３
４
２
４

・一ＭＲＭＲＭＲＭＲＭＲＭ同ＭＳＭ同Ｍ

ご協力ありがとうございました

平成６年度団体別資源ゴミ・ペットボトル回収実績表
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十

・
‐
1
1
‐
1
1

‐
‐
‐
.
ご
・
・
ご

・
言

一
‐
‐
‐
・
］
・
｛
‐
‐

一
一
一
・
｝
・
天
績
（

5 3
団
体
）

収
量
内
訳

不燃物類
ふ

iコ

鉄　ビア

ル

ヘ
ッ
ト
ボ
ト
ル
回
収
実
績
（
4
4
団
体
）

○
回
収
量

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
０
６
、
５
０
１
本
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　学校で行われる｢性教育｣の要点について紹介しま

す。

犬　ご犬……-'……'耳て………ﾀﾞ乙子ｱ:ご'､j:"………r:二万‾

　(１)児童生徒の性的な発達から

　　　子どもたちは、成長の過程で自分の体の変化、

　　性や異性への関心に対するいろいろな問題と出合

　　います。それらの問題は人格の形成に大きな影響

　　を与えます。

　(２)性的成熟の早まりから

　　　今の子どもの性的成熟は早まり、初経など低年

　　鹸化しています。それに伴い性的な発達に対する

　　悩みを持つ子が増えています。

　(３)性に対する考え方の変化から

　　　近頃、男性や女性の社会的な役割や意識、性に

　　対する考え方、男女の人間関係が大きく変化して

　　います。

　(４)生命、人権軽視の風潮から

　　　暴力行為やいじめ、売春、自殺などがかけがえ

　　のない生命や人権を軽視しています。

　(５)性情報の氾濫から

　　　性を商品化し、興味本位に性を扱うことがみら

　　れます。子どもに与える影響は大きく、性を快楽

　　的、消費的に考える傾向が子どもの中にも広がっ

　　ています。

注感染症を防ぐ

エイズ

　性感染症まん延には、

　①無防備な性行動

　①匪感染症についての理解不足

　③感染に気がつかない

　①治療しない

　⑤感染していることを隠そうとする

　などの原因があげられます。

　感染した状態のままで性行為を続ければ、セックス

パートナーを感染させていくことになります。

　エイズ以外の性感染症は、エイズよりも感染力が強

い傾向にあり、性感染症についての理解を深め、その

予防に努めることが大切です。
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２．性教育のねらいは？

　性教育は、子どもに次のようなことを身につけさせ

ることをめずして行われます。

　(１)性に関する科学的知識を身につけます。

　(２)人間尊重や男女平等の精神を育て、男女が協力

　　尊重し合う気持ちを育てます。

　(３)家庭や社会の一員として、自分の役割をきちん

　　と果せるような力をつけます。

　け)性に関するいろいろな悩みや不安などを正しく

　　判断し適切に解決する力をつけます。

Ｅ　どのようなことを教えていますか？

　具体的には、次のようなことを指導しています。

○小学校の内容

１年 ・体をきれいに　・痴漢や誘拐から自分を守る

２年 ・体の成長　・男の子と女の子の違い

３年 ・生命の誕生・性被害の防止・病気を防ぐ

４年 ・体の変化・漫画や雑誌の見方・血液の慟きと

　病気

５年 ・二次性徴と男女個人差・体の成長と不安の解

　消・家庭の働きと役割分担

６年 ・異性への関心と敬愛　・受精と出産の仕組み

・社会の性犯罪・エイズを防ぐ

　次回は、中学校と高等学校の内容とエイズ教育の内

容についてお知らせします。

ミニ知識

　その15
監修　栃木県伝染病予防調査協議会会長

　　　栃木県連合学校保健会会長

　　　　　　　松　本　　幸　三

　性感染症は撲滅することが可能です。そのためには、

一人ひとりが性感染症を正しく理解し、相手を尊重し、

思いやり、責任ある行動をとることでしょう。

・もし、感染を感じたら早めに医師に相談し、継続し

　て適切な治療を受ける。

・結婚には、性感染症に関する健康診断を受ける。

・買売春をしない。またそのようなことを許容しない

　性秩序の守られた社会をつくる。

といったことをお互い心がけたいものです。

８



有
事
に
備
え
る
町
消
防
団

ポ
ン
プ
操
法
の
技
術
を
競
う

　
町
消
防
団
（
梁
高
安
男
団
長
、
団
員

２
０
３
名
）
の
第
1
4
回
ポ
ン
プ
操
法
大

会
が
４
月
3
0
日
、
町
総
合
運
動
場
で
開

か
れ
、
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部
（
７
部
）

並
び
に
小
型
ポ
ン
プ
の
部
（
８
部
）
に

分
か
れ
て
、
ポ
ン
プ
操
法
の
技
術
と
ス

ピ
ー
ド
を
競
い
ま
し
た
。

　
町
消
防
団
は
３
分
団
か
ら
な
り
、
各

分
団
に
は
５
つ
の
部
が
あ
り
ま
す
。
合

わ
せ
て
1
5
の
耶
が
一
体
と
な
っ
て
、
火

災
や
風
水
害
な
ど
、
事
あ
る
ご
と
に
出

動
し
、
常
備
消
防
（
石
橋
地
区
消
防
組

　　　　　　　　　　-、
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活万　ﾖ

］ｪこiここ

を回琵1

二

三］ﾚ

言
と
連
携
・
協
力
の
も
と
、
町
民
の

生
命
・
財
産
を
守
る
た
め
活
動
し
て
い

ま
す
。

　
こ
の
大
会
は
、
４
月
に
新
団
員
4
8
名

を
迎
え
て
、
団
員
の
土
気
高
揚
と
消
防

技
術
の
向
上
を
回
り
、
有
事
の
際
に
は
、

最
善
の
消
火
活
動
が
で
き
る
よ
う
に
す

る
こ
と
を
目
ざ
し
て
、
毎
年
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
団
員
た
ち
は
、
こ
の
日
の
た
め
に
２

週
間
前
か
ら
毎
日
、
夜
７
時
か
ら
９
時

ま
で
町
総
合
運
動
場
で
、
常
備
消
防

（
壬
生
分
署
、
安
塚
分
遺
言
の
指
導

の
も
と
訓
練
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
大

会
で
は
、
各
部
と
も
キ
ビ
キ
ビ
し
か
動

作
で
ポ
ン
プ
操
法
を
繰
り
広
げ
て
い
ま

し
た
。

逼

ト

順
」

◆
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部

優
　
勝
　
第
３
分
団
第
１
部
（
北
小
林
、

　
　
　
　
安
塚
地
区
、
上
長
田
、
お
も

　
　
　
　
ち
ゃ
の
ま
ち
地
区
）

準
優
勝
　
第
２
分
団
第
１
部
稲
葉
下

　
　
　
　
馬
木
、
上
町
、
下
言

三
　
位
　
第
２
分
団
第
３
部
（
羽
生
田

　
　
　
　
地
区
）

◆
小
型
ポ
ン
プ
の
部

優
　
勝
　
第
２
分
団
第
５
部
（
釜
ケ
渕
、

　
　
　
　
原
坪
、
鹿
島
）

準
優
勝
　
第
１
分
団
第
３
部
（
万
町
、

　
　
　
　
上
新
町
、
壬
生
下
馬
木
、
西

　
　
　
　
高
野
）

三
　
位
　
第
２
分
団
第
２
部
（
本
郷
、

　
　
　
　
桧
懇

⑤
優
秀
機
関
員

◆
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部

　
・
指
揮
者
　
神
長
宣
男
（
第
２
分
団
第
１
部
）

　
・
１
番
目
］
　
小
野
崎
末
古
（
第
３
分
団
第
１
部
）

　
・
２
委
員
　
鰹
沼
諭
志
（
第
２
分
団
第
１
部
）

　
・
３
衛
貝
　
山
井
義
一
（
第
３
分
団
第
１
部
）

　
・
４
番
員
　
河
野
こ
栄
一
（
第
３
分
団
第
１
部
）

◆
小
型
ポ
ン
プ
の
部

・
指
揮
者
　
田
辺
和
彦
（
第
２
分
団
第
５
部
）

・
１
番
目
］
　
梁
島
原
智
章
２
分
団
第
５
部
）

・
２
香
具
　
須
釜
豊
章
１
分
団
第
５
部
）

・
３
寄
鍋
　
出
井
透
（
第
２
分
団
第
５
部
）

-
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学生も国民年金1年生！
ご存じですか!
　　保険料免除制度

20歳になったら、大学・専修学校等の学生の方もみ国民年金制度には、経済的事情などで月々の保険料１

を納められない方々のために、保険料の免除制度があ）んな国民年金に加入することになっています。

ります。低所得や病気・ケガによる医療背負拒などでへ　それは、在学中に交通事故などにあって障害者にな

保険料を納めることが困難な場合、免除申請をするとニ］った場合に、年金（障害基礎年金）を受けられるよう

世帯の収入・扶養数などの審査をへて、保険料免除のくにすることと、20歳から60歳までの40年間保険料を納

承認を受けることができます。承認を受けた期間は、（入することによって、65歳から満額の年金［老齢基礎

国庫補助にあたる３分の１の受給権及び10年以内の追］年金）を生涯受けることができるようにするためです。

もし、保険料の納め忘れがあると、病気やケガなど

じて障害者になったときに障害基礎年金が受けられなか

べったり、老後の年金額が減額されたりしてしまいます。

Iﾃﾞ,保険料をきちんと納めることは年金受給者の年金を支

ぐえるだけでなく自分の年金権を確保することにもなる

==1のです。

20歳になったら国民年金１年生です。必ず、国民年

,j金の加入手続きをしましょう。

納が認められます。

　学生用の申請免除は、一般より、さらにゆるやかな

免除基準が設けられ、親元の負担をより軽減する配慮

がされています。

　無関心でいるより、将来の年金生活のため、今すぐ

ご相談ください。

　くわしくは、役場民生部住民諜国民年金係（�82－

1234内線119）へお問い合わせください。

９



　
桐
林
ご
夫
妻
は
山
梨
県
出
身
で
、
義

信
さ
ん
は
尋
常
高
等
小
学
校
を
卒
業
後
、

吉
上
に
弟
不
入
り
し
ま
し
た
が
、
召
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

に
よ
り
５
年
ほ
ど
満
州
に
渡
り
、
そ
の

後
、
学
校
を
卒
業
し
て
横
浜
で
働
い
て

い
た
和
賀
子
さ
ん
と
結
婚
し
ま
し
た
。

密達者　　ソ

　カッフル(拍

六美町北部

詞林　義　ｲ言さん（８２）

　　　　和賀子さん回５）

春
ス
ケ
ッ
チ
非

夫妻

一人前の解説員をめざして

　　　　　　東下台　　柴　友里恵さん

　「スキーやテニス、それにキャンプなどのアウ

トドアーが好きです」という友里恵さんはおもち

ゃ博物館の解説員をしています。

　休日は「一人前の解説員をめざし、今は仕事の

ことを考えたり、勉強をしたりすることが多い」

とのこと、「いつか自分で車を運転して友達と日本

一周旅行をしてみたいですね」と彼女は夢を語っ

てくれました。

羽生田小学校4年

　　　　赤羽根　良　美

ﾉ馨
「鍵盤をがんばろう」

羽生田小学校２年

　　　　丸　山　真　緒

礁
◎
⑩
忌

10



ﾚ］　　］卜頌　　鴫二|.，

J2ゴ

あ

ﾀﾞﾒｹﾞ驚う‰　　－

元
気
に
ス
タ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

そ
し
て
終
戦
後
に
再
び
大
工
を
始
め
、

長
男
の
転
勤
に
よ
り
昭
和
4
8
年
に
家
族

で
壬
生
町
に
移
り
、
５
年
ほ
ど
大
工
の

仕
事
を
続
け
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
義
信
さ
ん
は
、
本
を
使
っ
た
彫
刻
や

刻
字
を
1
0
年
以
Ｌ
七
続
け
て
お
り
、
芸
術

的
な
彫
刻
や
額
縁
、
つ
い
た
て
な
ど
の

作
品
が
部
屋
に
飾
っ
て
あ
り
ま
し
た
。

　
和
賀
子
さ
ん
は
和
紙
の
押
し
絵
・
人

形
作
り
を
3
0
年
以
上
前
か
ら
続
け
て
お

り
、
一
緒
に
押
し
絵
や
人
形
づ
く
り
を

楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、
六
美
会
館
を

け
じ
め
、
睦
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
や
自
宅
な
ど
で
押
し
絵
と
人
形
作

り
の
教
室
を
開
い
て
い
る
ほ
か
、
教
室

で
作
っ
た
押
し
絵
を
保
健
福
祉
セ
ン
タ

Ｉ
に
贈
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
和
賀
子
さ
ん
が
所
属
す
る
コ

土
フ
ス
グ
ル
ー
プ
で
し
も
つ
け
荘
を
訪

れ
、
誕
生
を
祝
う
（
お
誕
生
会
）
な
ど
、

福
祉
活
動
に
も
参
加
、
「
教
室
の
皆
さ

ん
の
平
均
年
齢
は
8
0
歳
で
、
9
0
歳
と
い

う
ご
高
齢
の
方
も
い
ま
す
。
同
じ
お
年

寄
り
が
頑
張
っ
て
い
る
こ
と
を
知
っ

て
、
元
気
を
出
し
て
く
れ
れ
ば
嬉
し
い

で
す
ね
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
　
「
私
た
ち
は
お
達
者
と
い
う
ほ
ど
丈

夫
じ
ゃ
な
い
け
ど
、
家
族
・
友
人
・
お

弟
子
さ
ん
た
ち
に
恵
ま
れ
て
、
楽
し
く

生
活
で
き
る
こ
と
を
感
謝
し
て
い
ま
す
」

と
お
二
人
は
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

歩け歩け奉仕大会に
　　　　３３０名が参加
　壬生ライオンズクラブ（江田久雄会長）主催によ

る第13回壬生町青少年健全育成歩け歩け奉仕大会が

４月29日、壬生東小学校を発着点にして行われ、家

族連れや小学生など約３３０名が参加しました。

　歩け歩け奉仕大会とは、ウォークラリーに参加し

て歩くことがそのまま社会奉仕になるというもので、

参加者はチャリティーに協力するスポンサー名の入

ったワッペンシールをつけて歩き、そのＰＲ代を県

アイバンクや栃木盲導犬センター、町社会福祉協議

会に寄付する仕組みになっています。

　参加者たちは与えられたコマ図を頼りに、開館し

たばかりのおもちゃ博物館を中心とした国谷地区約

４．５ｋｍのコースを歩き、心地よい汗を流しました。

また、真岡市井頭公園縁の相談所の小田さんによる

昆虫のお話や、盲導犬の歩行体験なども行われ、充

実した時を過ごしました。

チピッ子アルバム回六…………い･
-

部
首
ち
ゃ
ん
（
３
歳
・
長
男
）

　
（
父
）
山
田
　
　
勉
さ
Ｉ

　
（
母
）
　
　
　
　
彰
　
子
さ
ん
落
　
合
）

お
母
さ
ん
か
ら
一
言

　
い
つ
ま
で
も
わ
ん
ぱ
く
な
子
で
い
て
ね
。

綾
汰
ち
ゃ
ん
（
２
歳
・
長
男
）

　
八
八
荒
川
　
い

美
八
八
」
い
こ
ハ
美
町
南
部
第
二

お
母
さ
ん
か
ら
一
言

　
明
る
く
て
元
気
な
子
に
育
っ
て
欲
し
い
で
す
。

１１



版
画
「
千
人
武
者
行
列
」
を
寄
贈

　
株
式
会
社
足
利
銀
行
で
は
、
４
月
1
9

日
、
五
十
畑
止
之
足
利
銀
行
壬
生
支
店

長
が
役
場
を
訪
れ
、
「
壬
生
町
お
も
ち
ゃ

版
画
を
寄
贈
さ
れ
る
五
十
畑
壬
生
支
店
長

　
　
　
　
　
　
　
と
清
水
町
長
（
右
）

博
物
館
オ
ー
プ
ン
記
念
に
」
と
、
版
画

「
千
人
武
者
行
列
」
不
出
市
出
身
の
版

画
家
藤
郷
昇
氏
（
ベ
ル
ー
国
際
美
術
賞

（
左
）

入
賞
平
２
）
、
日
本
板
両
院
多
数

人
選
）
　
の
作
品
】
を
寄
贈
さ
れ

ま
し
た
。

　
町
で
は
、
多
く
の
方
々
に
見

て
い
た
だ
く
よ
う
に
お
も
ち
や

博
物
館
に
展
示
い
た
し
ま
す
。

お
年
寄
り
を
踊
り
な
ど
で
祝
福

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
し
も
つ
け
荘

の
お
誕
生
会
が
４
月
1
2
日
に
行
わ
れ
、

３
・
４
月
生
ま
れ
の
お
年
寄
り
に
メ
ッ

セ
九
ン
入
り
の
写
真
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ

れ
た
後
、
壬
生
中
央
公
民
館
の
踊
り
の

グ
ル
ー
プ
美
佐
恵
会
（
伏
木
千
枝
会
長
）

が
踊
り
な
ど
を
披
露
し
、
誕
生
を
祝
い

ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
地
域
の
方
々
と
の
ふ
れ
あ

い
の
場
で
あ
る
と
と
も
に
、
福
祉
へ
の

関
心
を
高
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的

に
、
開
所
以
来
行
っ
て
い
る
恒
例
行
事

で
、
中
央
公
民
館
の
自
主
講
座
グ
ル
ー

プ
や
保
育
園
の
園
見
な
ど
が
２
ヵ
月
に

ー
度
お
祝
い
に
訪
れ
て
い
ま
す
。

一

おもちや博物館へは

　　　レンタル自転車で

栃木県議会議員選挙

　とちぎコープおもちゃのまち店（中田和良店長）

では、４月28目、レンタル用の自転車５台を町観光

協会に寄贈されました。

　これは、おもちゃのまち駅からおもちゃ博物館へ

行かれる方に利用していただこうと贈られたもので

す。利用希望の方は、おもちゃのまち駅自転札駐車

下都賀郡北部選挙区

　　　　　　投開票結果

場事務所へお

申し出くださ

し稲

（レンタル自

転車は、町観

光協会購人分

と合わせて10

合あります｡）

寄
贈
の
自
転
車
と

　
と
ち
ぎ
コ
ー
プ
大
木
開
発
部
補
佐

　任期満了に伴う、栃木県議会議員選挙が４月９日、午

前７時から午後６時まで、県下一斉に執行され、本町で

も壬生町役場をけじめ、19の投票所で投票が行われまし

た。

　引き続いて、壬生中央公民館中ホールで開票が行われ

ました。

　本町の投票・開票状況は、次のとおりです。

○投票状況

有権者数 投票者数 投票率

壬生町 29,360 19,299 65.73

選挙区計 65,977 42,834 64.92

火
遊
び
に
よ
る
火
災
防
止

【
大
人
た
ち
の
留
意
事
項
】

①
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー
な
ど
を
、
子
ど

　
も
の
手
の
届
く
場
所
に
置
か
な
い
。

②
火
の
恐
ろ
し
さ
や
火
の
取
り
扱
い
に

　
つ
い
て
、
日
ご
ろ
か
ら
よ
く
教
え
る
。

⑤
化
火
や
た
き
火
な
ど
も
含
め
て
絶
対

　
に
子
ど
も
だ
け
で
火
を
扱
わ
せ
な
い
。

①
や
む
を
得
ず
子
ど
も
だ
け
を
残
し
て

　
外
出
す
る
と
き
は
、
ガ
ス
こ
ん
ろ
の

　
元
栓
を
閉
め
る
な
ど
、
火
を
使
え
な

　
い
よ
う
十
分
に
注
意
す
る
。

⑤
子
ど
も
が
火
遊
び
を
し
て
い
た
ら
、

　
よ
そ
の
子
で
も
注
意
し
や
め
さ
せ
る
。

○候補音別得票数〔定数２、届出順、敬称略〕

候補者名 壬生町 選挙区計

鈴木　史郎 8,244 11,149

ひろせ　寿雄　　　　1,553　　　16,068

さとう　　　勉　　　　　　9,223　　　　　14,974
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戦
役
者
を
偲
び
慰
霊
祭

　
　
　
　
少
年
剣
道
の
奉
納
試
合
も
行
わ
れ
る

し
め
や
か
に
行
わ
れ
た
慰
霊
祭

　
慰
霊
碑
管
理
委
員
会
（
佐
藤
三
郎
会

意
主
催
の
戦
没
者
合
同
慰
雪
祭
が
、

４
月
６
日
、
東
雲
児
童
公
園
で
し
め
や

か
に
行
わ
れ
、
町
遺
族
会
、
軍
恩
会
、

日
毎
会
な
ど
の
関
係
者
約
２
５
０
名
が

参
列
し
ま
し
た
。

　
先
の
大
戦
で
祖
国
の
た
め
に
尊
い
生

命
を
捧
げ
た
８
０
０
余
技
の
英
霊
に
今

日
の
平
和
と
発
展
を
感
謝
す
る
佐
藤
会

長
の
祭
文
奏
上
に
は
じ
ま
り
、
清
水
町

長
、
荒
川
町
議
会
議
長
、
佐
藤
勉
県
議

会
議
員
な
ど
が
追
悼
の
こ
と
ば
を
述

べ
、
最
後
に
白
菊
の
花
を
出
席
者
全
員

で
献
花
し
ま
し
た
。

児
童
の
交
通
安
全
を
願
い

　
　
　
　
　
黄
色
い
帽
子
を
贈
る

　
栃
木
県
東
地
区
明
る
い
社
会
づ
く
り

協
議
会
壬
生
地
区
（
円
中
義
一
会
長
）

で
は
、
４
月
４
日
、
町
教
育
委
員
会
を

通
じ
て
、
黄
色
い
帽
子
４
２
８
個
を
町

内
８
小
学
校
の
新
入
学
児
童
に
贈
り
ま

し
た
。

　
こ
れ
は
、
新
入
学
児
童
が
交
通
事
故

に
遭
わ
な
い
よ
う
に
と
願
い
、
同
地
区

活
動
の
一
環
と
し
て
毎
年
行
な
わ
れ
て

い
る
も
の
で
す
。

｜

　
ま
た
、
同
公
園
広
場
で
は
少
年
剣
道

の
奉
納
試
合
も
行
わ
れ
、
約
8
0
名
の
少

年
剣
士
が
出
場
し
ま
し
た
。

　
試
合
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◇
―
・
２
年
の
部

優
　
勝
　
高
久
　
裕
紀
（
壬
生
剣
）

準
優
勝
　
瀬
川
　
智
宏
（
お
も
ち
こ

３
　
位
　
小
黒
　
茉
弥
（
壬
生
剣
）

　
　
　
）

　
　
　
　
福
富
　
孝
行
（
お
も
ち
こ

◇
３
・
４
年
の
耶

優
　
勝
　
ニ
ノ
富
雅
宏
宝
生
剣
）

準
優
勝
　
平
ｍ
　
朋
子
（
お
も
ち
や
）

３
　
位
　
五
十
嵐
信
宏
（
お
も
ち
こ

　
　
　
　
野
口
　
昌
亮
（
お
も
ち
や
）

◇
５
・
６
年
の
部

優
勝
稲
掛
章
子
（
お
も
ち
こ

準
優
勝
　
木
野
内
勝
久
（
羽
生
田
）

３
　
位
白
石
勇
樹
（
壬
生
剣
）

　
　
　
　
中
村
佑
一
郎
（
お
も
ち
こ

緑
化
用
苗
木
を
配
布

　
「
つ
く
ろ
う
よ
あ
ふ
れ
る
緑
住
み

よ
い
栃
木
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
平
成
７

年
度
県
の
春
季
緑
化
運
動
（
４
月
―
日

～
５
月
３
１
旦
の
一
環
と
し
て
、
家
庭

緑
化
用
苗
木
無
償
配
参
会
が
４
月
2
7

日
、
城
址
公
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
人
ぜ
い
の
人
が
列
を
つ

く
り

、
用
意
さ
れ
た

６
０
０

本
の
ム
ラ

サ
キ
シ
キ
ブ
が
、
佐
野
林
務
事
務
所
の

山
口
所
長
補
佐
や

ミ
ス
マ
ロ
ニ
エ
の

秋

元
晴
恵
さ
ん
た
ち
か
ら
一
人
ひ
と

り

に

配

ら

れ

ま
し
た
。

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
ｊ
－
－
－
ｉ
・
Ｉ
－
１
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
：
ｌ
ｌ
ｌ
；
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｒ
Ｉ
Ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
・

一
｝
苛
　
　
付
　
　

（
社
会
福
祉
協
議
会
）

　
　
　
　
　
　
　
言
数
字
は
寄
付
回
数
）

金

―

干

８
０
２

円
①
匿
　
名
　
様

全

３

千
円
①
　
　
　
大
橋
　
文
　
様

金

１

万
円
①
　
　
　
　
佐
藤
　
康
雄
様

金

１

万
円
②
　
　
　
匿
　
　
名
　
様

金

１

万

１
２
５

円
⑩
渡
辺
　
寅
ハ
様

金

５

万
円
⑤

　
　
　
　
壬
生
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
様

文
化
協
会
文
芸
部
選

短
　
　
歌

満
開
の
桜
の
下
を
酔
い
し
ご
と
行
き
つ

戻
り
つ
時
を
過
ご
せ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
和
久
井
香

今
年
ま
た
忘
れ
ず
に
来
し
燕
の
た
め

納
屋
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
開
け
放
ち
や
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
篠
原
　
マ
サ

研
修
を
終
り
た
る
孫
今
日
よ
り
は

世
の
荒
波
に
船
出
し
て
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
茂
木
　
富
美

偕
待
つ
枝
と
い
え
ど
も
俗
気
な
く

切
り
お
と
し
椿
の
剪
定
終
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
茂
弥

俳
　
　
句

咲
き
満
ち
て
雀
の
こ
え
に
散
る
桜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
淑
子

満
開
の
花
や
一
分
停
車
駅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
　
カ
ツ

石
畳
さ
く
ら
花
び
ら
模
様
に
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
愛
子

カ
ナ
リ
ヤ
が
オ
ー
ム
を
攻
め
る
五
月
闇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
沢
克
明
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心

心

合巻捌

背一プン

　子どもから高齢者の方まで幅広く利用でき、町

民の方々の健康づくり、スポーツ・レクリエーシ

ョン振興の拠点となる施設として、『いきいき・

エクササイズとメルヘンのまちづくり』をテーマ

に、平成４年12月から整備を進めてきました壬生

町総合公園が一部オープンしました。

☆施設概要

　陸上競技場、修景池、南口広場など

陸上競技場の使用について

☆使用時間

　午前９時から午後５時まで

☆休場日

　・毎週月曜日

　　(但し、月曜日が祝日の場合は翌日)

　・年末年始

　　(12月29日～１月３日)

まちのうごき

　　5月1日現在

総人口

　男

　女

世帯数

40,041人（　55）

19,754人（　3）

20,287人（　52）

12,330世帯（　90）

（　）内は前月比

納大納　●●
付変期　国町
し込限　民県
まみ開　年民

し合際一金税
ょいは納　＿
うま　｀期　　１

°す納限　期　ｏ付６＿、及
　早窓月６び
　め□30月全

　にが日分納　　　－－－

６

月
の

納
税
等

☆使用料金(個人で使用する場合は、無料です)

施　設　名 単　位 金額（円）

陸上競技場 １時間 １，０００

　・町外の方（町内の事業所及び勤務する方は除Ｏ

　　が使用する場合の使用料は、３倍になります。

☆使用申込み先

　壬生町施設振興公社�８６－７１１７

　　（壬生町総合公園管理事務所内）
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